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低温科学研究所では1992年より、前年度における研究所各部門の研究内容と活動状  

況、および各教官の研究菓措や研究活動を年報としで刊行し、全学点検資料のヤ都と  

してきました。一方、本研究所は1995年4月より北海道大学でははじめての全国共同  

利用型の大学附置研究所に転換しました。それにともない、従来の12研究部門（小部  

門卜1附属研究施設から4大部門・1附属研究施設に拡大・再編されました。研究面  

で樽これまでの基礎研究・地域研究の他に、地球規模の視野にたった環境科学的研究  

を確進することになりました。また、全国共同利用型の研究所への転農に伴い、運営  

組織も大幅に改められ、外部重層を含む共同利用委展舎、選管協議食が新たに設けら  

れました℡前者は共同研究、後者ほ研究所運営の基本方針や教官人事に閲し教授会の  

諮問に応ずる組織であります。これまで蓄積した研究成果を基に、新体制、外部の意  

見を取り入れた運営組織の予で本研究所は新たな研究を展開し、更に活力あふれた研  

究成果をあげることが期待きれています。   

この年報には新体制下の研究・運営組織と1994年1月から12月までの各教官の研究  

活動、研究業績が収録きれています。本冊子から低温科学研究所の現状を理解してい  

ただき、さらに研究所の活性化のため皆様方のご意見、ご批判が寄せられることを願  

う次第です。また、各所月は奉研究所の親裁を敬譲し、今後の進むべき賂を考えて一  

層奮起きれる事を期待し草す。   

終わりに本年報の刊行に尽力された広報費月食番長の方々に感謝いたします◎  

北海澄夫学低温科学研究所長 秋田谷 英 次  

1   



昭和16年11月  低温科学研究所設置  

物理学部門、応用物理学部門、気象学部門、海洋学部門、生物学部門、  

医学部門設置  

雪害科学部門増設 
†東上学部門増設  

附属流氷研究施設設置（紋別）  

雪崩観測室新築落成（問寒別）  

植物凍害科学部門増設  

研究棟（2，892平方米）新築落成  

低温棟（2，342平方米）新築落成  

融雪科学部門増設  

凍上観測室新築落成（苫小牧）  

低温生化学部門増設  

研究棟（1，064平方米）増築  

附属流氷研究施設宿泊棟新築落成  

融雪観測室新築落成（母子里）  

医学部門が生理学部門に転換、生物学部門が動物学部門に、低温生化学  

部門が生化学部門に名称変更  

降雪物理学部門増設  

降雪物理学部門廃止、雪氷気候物理学部門増設  

全国共同利用の研究所に改組  

寒冷海洋圏科学部門、寒冷陸域科学部門、低温基礎科学部門、寒冷圏総  

合科学部門の4大部門を設置   

昭和38年4月  

昭和39年4月  

昭和40年4月  

昭和40年11月  

昭和41年4月  

昭和43年3月  

昭和43年11月  

昭和45年4月  

昭和47年11月  

昭和48年4月  

昭和50年12月  

昭和53年2月  

昭和53年3月  

昭和54年4月  

昭和56年4月  

平成3年4月  

平成7年4月  

／／  



氏  名   在  任  期  間   備  考   

1．′ト 熊  梓   昭和16．12．8～23．3．31   

2．小 熊  拝   事務取扱  

3．青 木  廉   ／／23．10．15～25．10．14   

4．堀  健 夫   ／／25．10．15～28．10．14   

5．吉 田 順 五   ／／28．10．15～31．10．14   

6．根 井 外書男   ／／31．10．15～34．10．14   

7．堀  健 夫   ／／34．10．15～37．3，31   

8．吉 田 順 五   ／／37．4．1～40．3．31   

9．吉 田 順 五   ／／40．4．1～43．3．31   

10．大 浦 浩 文   J／43．4．1～44．3．10   

11．黒 岩 大 助   事務取扱  

12．朝比奈 英 三   ／／44．4．21～47．4．20   

13．朝比奈 英 三   ／／47．4．21～50．4．20   

14．黒 岩 大 助   ／／50．4．21～53．4．20   

15．黒 岩 大 助   ／／53．4．21～55．4．1   

16．木 下 誠 一   ／／55．4．2～58．4．1   

17．木 下 誠 一   ／／58．4．2～61．4．1   

18．鈴 木 義 男   ／／61．4．2～平成元．3．31   

19．若 濱 五 郎   平成元．4．1～3．3．31   

20．匂 坂 勝之助   事務取扱  

21．藤 野 和 夫   ／／3．4．16～6．4．15   

22．藤 野 和 夫   J／6．4．16～7．3．31   

23．秋田谷 英 次   ／／7．4．1～   

氏  名  授与年月 日  

昭和53年   

昭和58年   

昭和59年   

昭和61年   

昭和62年   

平成元年  

4月2日   

4月2日   

4月2日   

4月1日   

4月1日   

4月1日  

朝比奈 英 三   

酒 井  昭   

石 田  完   

小 島 賢 治   

木 下 誠 一   

鈴 木 義 男   

坂 上 昭 一   

若 濱 五 郎   

茅 野 春 雄   

匂 坂 勝之助   

藤 野 和 夫  

平成2年 4月1日   

平成3年 4月1日   

平成3年 4月1日   

平成6年 4月1日   

平成7年 4月1日   



平成8年1月1日現在  
職 員 数  

教 授  助教授  講 師  助 手  事琴官  技 官  その他  合 計  客員按教ⅠⅠ種  客員教授Ⅰ順   

12   10   4   16   16   13   5   76   1   

現 職 員  
所  長  教授 秋田谷 英次   

寒冷海洋圏科学部門  教 授 竹内 謙介  教 授 若土 正暁  助教授 遠藤 辰雄  

助教授 大島慶一郎  助 手 河村 俊行  助 手 深町  康   

寒冷陸域科学部門  教 授 秋田谷英次  教 授 小林 大二  教 授 本堂 武夫  

助教授 石川 信敬  助教授 成瀬 廉二  助教授 堀口  薫  

講 師 丹野 暗三  講 師 成田 英器  講 師 水野悠紀子  

講 師 山田 知充（派遣職員）  助 手 石井 吉之  

助 手 児玉 裕二  助 手 佐藤 利幸  助 手 白岩 孝行  

助 手 曽根 敏雄  助 手 西村 浩一   助 手 堀  彰   

低温基礎科学部門  教 授 芦田 正明  教 授 香内  晃  教 授 前野 紀一  

教 授 吉田 静夫  助教授 早川 洋一  助教授 藤川 清三  

助教授 古川 義純  講 師 花房 尚史  助 手 荒jll圭太  

助 手 荒川 政彦  助 手 荒木  忠  助 手 石崎 武志  

助 手 落合 正則  助 手 片桐 千例  助 手 島田 公夫   

寒冷圏総合科学部門  教 授 戸田 正憲  教 授 福田 正己  助教授 大串 隆之  

客月教授 中澤 清（東京工業大学教授）  

外国人客員教授 コニシュフ．Ⅴ．N（モスクワ大学教授）   

附属流氷研究施設  施設長 教授 青田 呂秋 助教授 白澤 邦男（技官 石川 正雄）  

（技官 他出 光雄） （技官 高塚  徹） 事務官 石川 敬子  

臨時用務員 望月 重人   

技  術  部  部長 教授 福田 正己  副部長 教授 青田 昌秋  

先任・専門 技術官 大井 正行  

班長 技術官 瀬川 鉄逸  主任 技術官 石川 正雄  

主任 技術官 新堀 邦夫  技術官 石井 弘道  

技術官 池田 光雄  技術官 松本 慎一  技術官 安原 優子  

技術官 高塚  徹  技術官 中坪 俊一   

事  務  部  事務長 ヰ嬰井 正信  

（庶  務  掛）掛長 春藤 赫一  事務官 大江 幸人  

事務官 ′ト番亜湖  

（会  計  掛）掛長 木村 吉雄   主任 佐藤  誠  

主任 工藤 尋弥  事務官 岡林真弓  

事務官 森  誠  事務官 山名和也  

技官 須藤 正李  

（図  書  掛）掛長 岡本 憲吉  事務官 田中 道子  

（第一研究協力室）主任 石窪 順子  事務補助員 山口 智子  

事務補助員 木原 仁子  

（第二研究協力室）主任 菅原 史子  事務補助員 植松 泰子  

（第三研究協力室）主任 新山 尚子  事務補助員 濱野 美香  

（低温機関室）技官 佐々木 明  技官 伊藤 勝美  



arineandAtmospheric Sciences（M．Wakatsuchi，K・Takeuchi，T．Endoh，K・  

Ohshima，T．Kawamura，Y．Fukamachi）   M  
Themajorresearchpurposeofthissectionistoclarifyclimatologicalrolesof  

high一1atitudeseas，eSpeCiallyice－COVeredseas，Forthispurpose，WepreSentlyadopt  

theSeaofOkhotskasastudyareawhereistheseasonalseaicezonelocatedinthe  

lowestlatitudeintheNorthernHemisphereandisbelievedtobetheoriginofNorth  

PacificIntermediateWater．Thissectionis also composed ofscientistswho have  

varieties of backgrounds，meteOrOlogy，physicaloceanography，geOChemistry and  

glaciology．Weareplanningtopositivelyhaveinternationaljointprograms・  

Currentresearchprograms：  

1）Atmosphere－OCeaninteractionintheseasonalseaiceregion．  

2）A mechanism for the formation of the sources of North PacificIntermediate  

Water．  

3）Growthhistoryofseaiceandmechanismsforspatialandtemporalvariationsin  

lCeCOVer．  

4）Dynamicsofmesoscalephenomenaintheatmosphereandocean．  

5）Circulationofchemicalmaterialsintheatmosphereandocean．  

部門は、寒冷海洋圏、特に海水域の全球的気候における役割の解明を最大の研究目  

標にしている。海氷は太陽からの放射エネルギーの大半を反射してしまうし、大気・  当   

海洋間の熱交換を著しく抑制する働きをもつ。一方、海氷が形成する際に生成する高塩分  

水は深層水の源であり、世界の海洋大循環に大きな役割を果たしている。   

当部門では、北半球で最も低緯度に位置する季節海氷域として、また最近では、北太平  

洋中層水の起源水の生成域としても知られている、オホーツク海を当面の中心とした研究  

対象域と位置づけ、詳細な観測を並行させつつ、本格的な研究の推進をめざしていく。以  

下に示す、多くの研究課題に取り組むために不可欠な、いろいろな研究分野（気象学、海  

洋物理学、地球化学、雪氷学）、研究手法（観測、データ解析、リモートセンシング、モデ  

リング）をもつ研究スタッフから構成されているのも当部門の大きな特色である。また、  

今後は国際共同研究にも積極的に取組んでいく考えである。  

研究テーマ   

（1）海氷域における大気一海洋相互作用  

（2）北太平洋中層水の起源水の形成機構  

（3）海氷の成長履歴とその変動機構  

（4）大気や海洋のメソスケール現象の力学  

（5）大気や海洋および両者間の化学物質循環   



∴i  

ryosphere Science（T・Hondoh，D．Kobayashi，E．Akitaya，K．Horiguchi，N．  

Ishikawa，R・Naruse，Y．Mizuno，K．Tanno，H．Narita，Y．Ishii，Y．Kodama，K．  C  

Nishimura，T．Shiraiwa，T．Sone，T．Satoh）  

1）Experimentalstudies on atomistic structures ofice and clathrate hydrates；  
Physicalpropertiesofpolaricecores．2）Freezingcharacteristicsofwaterinporous  

media；Deformation mechanisms ofpolycrystallineice．3）Hydrologic cyclein a  

SnOWydrainagebasin；Arealsnowaccumulationandablation；Arealheatbalancein  

adrainagebasin；Boundary－1ayermeteorology；Snowmeltdischarge；Comparative  

SnOW－hydrology；Forest meteorology；Chemicaldynamics of snow and soil．4）  

Mechanism of avalanche release（Weak－1ayerin snow cover，aValanche rorecast，  

afforestation at avalanche sites）；Dynamics of glaciers andice sheets（Glacier  

Variations，Characteristicsofglacialflow，Quaternaryglaciation，deductionofpaleo－  

Climatefromiceproperties）；Fluidizationofsnow dynamics ofmixed－phasesnow  
flowinrelationtothemechanismofblowingsnow，aValanches，SnOW－aCCretionand  

SO On；Palsa formationin the Daisetsu Mountain；Permafrost 5）Ecology and  
physiologyofcoldrhardinessofinsects；Phenologicalanddevelopmentaldivergence  

Ofpteridophyteslifehistoriesinthecoldclimate．  

球規模の気候システムの中で、寒冷陸域における雪氷及び生態系の特性について地  

球科学及び環境科学の両面から総合的に研究する。研究分野は雪氷変動、融点附近  地   

の雪氷現象、雪氷循環、雪氷気象、雪氷環境、氷河・氷床寒冷生物圏変動等に分かれる。   

上記の研究分野を雪氷の循環に従って記載すると次のようになる。降雪が地上の積雪と  

なってからの変態及びその水量の地球上の分布状態はどうなっているか等の研究分野がま  

ず挙げられる。積雪も極地においては長年の堆積の結果、氷河氷床を形成する。氷河・氷  

床等はその生成過程における地球の気候変動を記録している。又地球上の積雪の分布は寒  

冷地域の気象と強い相互作用を有し、永久凍土、植生等と密接に関連している。積雪地域  

では地吹雪が発生し、山地では雪崩が発生する。又融雪は洪水をもたらす等、積雪は災害  

問題とも関連している。上記の雪氷の素過程の研究の他に、地球上の雪氷の稔合的研究が  

必要となり、南極、スピッツベルゲン 、ロシア北方域、カナダ、アラスカ、チリ、ネパー  

ル等において共同の研究観測を行っている。  

研究テ氾マ   

（1）極地氷床コアの物性解析と気候・環境変動  

（2）多孔質媒体中の間隙水の凍結  

（3）静水圧下に於ける多結晶氷の力学的性質  

（4）流域における水循環過程  

（5）雪氷一大気相互作用  
（6）表層雪崩の発生予知  

（7）氷河の変動特性  

（8）流動雪の動的特性  

（9）気候変動と永久i凍土  

（10）雪・氷の物理的性質の研究  

（11）昆虫の耐寒性の生態生理学  

（12）北半球中緯度の比較植物相と植物群集の共存機構   



asicCryoscience（M．Ashida，A．Kouchi，N。Maeno，S．Yoshida，YGHayakawa，S，  

Fujikawa，Y．Furukawa，H．Hanafusa，K．Arakawa，M．Arakawa，T・Araki，T・  B   
Ishizaki，M．Ochiai，C．Katagiri）   

Dynamicalmechanismsofvariousphysicalandbiologicalphenomenarelatedto  

snow andice，physicalproperties ofice atlow temperatures and highvacuum  

conditions，physiologicalandbiochemicalmechanisms ofcold adaptationinplants  

andinsects，biochemicalandmolecularbiologicalinteractionsbetweeninsects and  

environmentsincluding physiologicalinterrelationship between parasite and host  

insects，andothers．  

部門では、低温および特殊環境下での自然現象・生命現象を物質科学および生命科  

学的側面から実験的に研究している。研究分野は、雪氷物性、惑星科学、生物適応  当   

科学、生命科学、その他である。研究内容は、水および雪氷に関連する様々な物理現象、  

生命現象の動的メカニズムについての研究、太陽系惑星空間に存在する極低温、超真空等  

の極限状態の氷についての実験的研究、寒冷環境に対する生物の適応機構についての研究、  

生物問および生物一環墳相互作用に関する生化学的、分子生物学的研究、その他である。  

研究テ岬マ   

（1）フェノール酸化酵素カスケードの研究  

（2）外骨格の生体防御における機能に関する研究  

（3）氷天体の起源と進化の研究  

（4）雪氷の基礎物性と宇宙雪氷の研究  

（5）亜熱帯植物の低温に対する細胞応答機構  

（6）植物の耐凍性機構に関する生理・生化学的研究  
（7）寄生蜂による宿主昆虫の発育阻害のメカニズムの解明  

（8）寄生蜂の宿主昆虫生体防御系からの回避のメカニズムの解明  
（9）植物細胞の氷点下温度への適応機構  

（10）相転移現象のダイナミクスに関する研究  
（11）雲の光学特性の研究  

（12）蛋白の脂質の相互作用とその水和特性  

（13）蛋白の凍結と乾燥による変性の基礎的機構と水和特性の関係  

（14）植物の低温耐性の分子機構に関する研究  

（15）水天体の衝突集積過程に関する実験的研究  

（16）氷衛星のレオロジーに関する実験的研究  

（17）微生物の低温適応に関する比較生化学的研究  
（18）好冷ビブリオ菌に於ける蛋白質合成及び分解の環境温度に対応した調節機構  

（19）凍上現象のメカニズムに関する研究  

（20）凍土の諸物性に関する研究  

（21）永久凍二寸二中に存在するメタンハイドレイトの諸物性に関する研究  

（22）液性生体防御における異物認識の分子機構  

（23）昆虫血液リボホリンの構造と機能  

（24）昆虫の寒冷地適応の研究   
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Spheres ofborealregionbecarried outin collaboration with other Sections ofthis  
Institute，andinstitutionsandscientistsoftheoutside．  

（ClimateChangeResearchGroup）  

InArcticandAntarcticregions，Climatechangetendsto occurmoredistinctively  
andsensitivelythanotherreglOnS．Inlast5years，thegrouphasengagedinintensive  

fieldsurveyineasternSiberianPermafrostregions．Therewi1dlydistributestundra  
WetlandinSiberia，WhereconsiderableamountsofMethaneemitsintoAtmosphereas  
tocausefutureGlobalwarming．InSiberianPermafrost，grOundiceaccumulatedin  

largescaleinLastGlacialPeriodsUnderrecenttrendsofwarming，grOundicethaw  
SOthatstoredMethaneinicereleasestoatmosphere．Thegroupwithmanygraduate  
StudentsfocusesonthedynamicchangesofSiberianPermafrostinspeciallyrelated  

to GlobalClimate Change with cooperating withIGBP山NES（Northern Eurasian  
Study）．  

（BiodiversityResearchGroup）   

Weaimatrevealingthepatternsofbiodiversityandthemechanismsofitsestab－  

1ishment，maintenance，andchangesincommunities．Thefollowingresearchprojects  

arebeingconducted：1）inventoryofpresentbiodiversitiesandmonitoringoffuture  

Changes，and2）studies ofchangesin distribution ofbiotas due to past and future  

Climaticchanges．Tofullyunderstandpossiblemechanismsresponsibleformainte－  
nanceand promotion ofくtBiodiversity”，Wehavecurrently focused on animal－plant  

interactions and spatio－tempOraland／or genetic structures of populationsin a  
fluctuatlngenVironment．  

寒冷域の桝圏、地馳よび生物圏にまたがる自然現象を総合的に研究する。  

気候変動   

南北両極地域では、気候変動が他の地域よりも顕著にまた鋭敏に出現する。当研究分野  

グループでは過去5年間シベリア永久i東土の調査を辛がけてきている。シベリアに広範に分  

布するツンドラではかなりの分量のメタンガスが放出され、将来の温暖化への影響が懸念  

される。また永久i東土中には最終氷期に集積した地下水が存在し、そこに貯留されたメタ  

ンガスが凍土の融解で大気へ放出されている。当研究分野では多くの大学院生の参加を得  

てシベリア永久i束土の動的変化に注目して研究を遂行している。これは地球温暖化への関  

連をもち、IGBP－NES70ロジュクトと連携している。  

生物多様性   

生物群集の多様性パターンとその成立、維持、変動のメカニズムを明らかにするために、  

1）生物多様件の現状把握とモニタリング、2）気候変動による生物分布圏の変動に関す  

る研究を行う。生物多様性の維持促進機構としての生物間相互作用（主に植物と動物の相  

互作用）および生物集団の時間的・空間的・遺伝的構造についての研究を進めている。   

研究テーマ   

（1）古気候の復元、極地における気候変動の特性把握、シ／ヾリア永久i束土地城のi束土圏  
変動と気候変動の関連、地盤i束結工法の研究、i東上機構についての実験的研究  

（2）ショウジョウバエ群集の生物多様性、ショウジョウバエ顆の系統分類学、生物地理学  
（3）植物と動物の相互作用系、個体群生態学と自然選択   



ea 

S£r慧㍊崇慧。‡崇L慧≡：：慧：）n。tW。rk；。。。an。ynami。S  
incoastalregions；Air－ice－Seainteractioninmarginalicezones；Measurementsof  

theatmosphericandoceanicboundarylayersandsea－icefeaturesaroundtheAir－Sea－  

IceObservationTower；Measurementsoftheturbulentoceanicboundarylayerunder  

landfastseaiceandinpolynyaregions；SeaicestudiesoffSakhalin  

施設は、オホーツク海北海道沿岸の流氷を検知するための流氷観測用レーダー綱を  

備えている。施設設置（1965年）以来、このレーダー綱による流氷の分布、流動につ  当   

いての研究が続けられてきた。また、対馬暖流分岐一宗谷暖流－の観測が行われ、その流  

動機構がほぼ明らかにされた。  

1986年には、紋別港内に、氷海域気象・海象観測塔（流氷タワー）を敷設、さらに1991年  
にはサロマ湖畔に気象観測ステーションを設置し、この流氷タワー周辺海域およびサロマ  

湖を氷縁海のモデル海域と考えて、海氷生成に伴う、大気一海洋の相互作用、生物環境へ  

の影響等の研究を進めている。   

海水域、特に水練域の季節や年変動は、大気一海洋間の熱収支・物質収支、ひいては全  

地球規模の気候変動に大き〈関与している。また氷縁域は海氷域に比べ海洋生物生産が著  

しい。当施設では、海水域および水練域での海洋過程を研究するために、米国・アラスカ  

大学、カナダ・マギル大学・ラバール大学・漁業海洋省と共同で、高緯度海域（ボフォー  

ト海、ハドソン湾、カナダ北極海）と氷縁海（オホーツク海）の気象・海象現象、海洋生  

物環境の比較研究を行っている。   

また、ポリニアと呼ばれる海氷野中の開水面も海水域と比べ生物生産が高いが 、東グリ  

ーンランドのNartheastWaterPolynyaにて、Polynyaの生成・維持機構の解明およびエ  

ネルギー・フラックスの観測の研究計画に参加している。   

ロシア共和国・サハリンの海氷研究者と共同で、サハリン北部の海氷域で、海氷生成に  

伴う、大気【海洋間相互作用の研究を開始した。この成果は、オホーツク海南部の氷緑域  

の研究成果と比較される。  

研究テーマ   

（1）オホーツク海北海道沿岸の流氷勢力の長期変動について  

（2）アルゴスブイによるオホーツク海流氷の漂流調査  

（3）結氷海域における大気海洋の相互作用  

（4）サハリン北部海氷調査  

（5）北極海、水練域の海氷生成が海況および海洋生物に与える影響についての比較研究  

（6）NartheastWaterPolynyaにおけるエネルギー・ブラックスの観測  

（7）海氷生長過程における海洋一海氷の相互作用  

（8）1年氷を通じてのエネルギー・フラックスの観測的研究   
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meltingpoint．，Proc．7th TopicalMeet．onCryst．Growth，441－446（1994）．  

16）Nada，H．andFurukawa，Y∴Moleculardynamicsstudyofice－Waterinterface．Proc．7thTopicalMeet．  

OnCrystalGrowth，447451（1994）．  

17）古川義純：融液成長における形態形成と重力の効果．平成5年度寸描基地利用基礎実験費研究成果報告書（宇  

宙科学研究所），1519（1994）．  

18）古川義純，島B］丸：氷の樹枝状成長における形態形成と対流の効果．Proc．11thISAS Space Utilization   

Symposium（Fl本学術会議・宇宙科学研究所），210213（1994），  

19）占川義純：雪の結晶－その形と構造を探る．数学セミナー（日本評論社），3311：4650（1994）．  

20）古川義純：雪の文様を解読する．最新科学論シ〉j－ズ24「形の科学」（学研）：168174（1994）．  

21）大串隆之：食兼性テントウムシの集団生物学：個体群生態学の新しいアプローチ．文部省科学研究費卜一般研  

究C：代表）研究成果報告案（1994）  

22）大串隆之：個体群動態と個体の形質 個体群生態学全会報，51，512（1994）  

学術講演（1）学会特別講演  

氷の欠陥構造と圧力効果．，日本結晶成長学会，東京（1994）  

積雪から氷床への宇宙雪氷学．大気電気学会，札幌（1994）  

柄物の寒冷適応機構‥シンポジウム（作物にとって寒さとは何か），日本作物学会大会，札幌（1994）  

植物耐寒性の生坪機構‥ サロン21，札幌（1994）  

氷の表面擬似液体層と結晶成長の研究．，第25回結晶成長国内会議，東京（1994）．  

氷の界面構造と結晶成長．，日本物理学会，静岡（1994）．  

北極圏の気候変動と永久凍土‥ 第101回目本地質学会，札幌（1994）  

食葉性テントウムシの個体群動態‥ 進化植物学研究会，黒松内（1994）  

植物を介した昆虫の多様な種間関．，生物多様性の現状と将来シンポジウム，札幌（1994）  

雪・吹雪・吹きだまり‥ 日本機械学会，札幌（1994）  

1）本堂武夫  

2）前野紀一  

3）吉田静夫  

4）吉山静夫  

5）古川義純  

6）古川義純  

7）福田正己  

8）大中隆之  

9）大串隆．之  

10）小林大二  

（招請講  

演のみ）  

（2）国際的，全国的規模のシンポジウム  

1）K．Nishimura：InternalstructureandflowbehaviororsnowavalanchesリCivilEngineeringColloquia，   

UniversityofOxford，U．K（1994）  

2）M．Koike，K．ArakawaandS．Yoshida：Cold－inducedalterationsinplasmamembraneproteinsthat   

arespecificallyrelatedtothedevelopmentoffreezingtoleranceincoldhardywinterwheat．，The32nd   

NIBBConference“Stressinducedgenesofplantswithemphasisontheirfunctions”，Nagoya（1994）  

3）A．Kouchi：Condituons for Condensation and Preservation of AmorphousIce and Crystallinity of   

AstrophysicalIces．，InternationalSchoolofSpaceChemistry，Erice，Italy（1994）  

4）A．Kouchi：PhysicalPropertiesofImpuritydopedAmorphousIce：Relevanceto CometEvolution・，   

InternationalSchoolofSpaceChemistry，Erice，Italy（1994）  

5）M．Fukuda：Methane Fulux from Thawing Siberian PermafrostTreSlts from Field Observation．，   

AmericanGeophysicalUnionFallMeeting，SanFranscico（1994）  

6）M．FukudaandY．Tumatsu：EffectsofFrostDepthsoftheGroundtotheDegreeofLiquefactionin   

KushiroRegionundertheSeismicActivitisof1993Kushiro－OKiEarthquake．，SeventhInternational   

SymposiumonGroundFreezing，Nancy，France（1994）  

7）T．Ohgushi：Adaptive behavior produces population stabilityリSymposium of EcologicalSociety of   

AmericattAnewunderstandingofpopulationstabilityandoutbreaksfromthestudyofphytophagous   

insects”，Tennessee，USA（1994）  
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（平成6年度）  

部門等名  職名  氏  名  貴  名  授 与 団 体   受賞論文等名   受賞年月【l   

海洋学部門  

KurilBasinoftheOkhotsk  
Seaanditsrelationtoeddy  
formation．  

物理学部門   
学会論文賞  長の研究  

学術賞   
の研究   

（平成6年度）  

文部省科学研究費補助金  
（単位：千円）  

種  目  区  分  応募件数  決定件数  交付決定金額   

代  表   0   0   0  特   別   推   進  研   究  
分  担   0   0  

代  表   4   0   0  垂   直   領   域  研   究  
分  担   1  

総  合  研  究  
代  表   3   0   0  

伍）  

分  担   13   8  

総  ノ合  研  究  
代  表   2   0   0  

（B）  

分  担   5   5  

般  研  
代  表   14，000  

究  （刃  

分  担   0   0  

般  研  
代  表   13   7   15，700  

究  （B）  

分  担   

般  研  
代  表   18   10   11，600  

究  （C）  

分  担   0   0  

奨  励  研  究  仏）  5   900   

奨  励  研  究  （功  0   0   0   

特  別  研  究  員  奨  励  費  2   1，900   

試  験  研  
代  表   0   0   0  

仏）  

分  担   0   0  

験  研  
代  表   3   2   16，900  

試  究  （B）  

分  担   0   0  

代  表   6   6，000  国   際  学  術  研  究  
分  担   2   2  

学 術 定 期 刊 行 物  0   0   0  

研究成果公開  0   0   0  

促  進  費  二次刊行物  0   0   0  

研 究 成 果公 開 発 表  0   0   0   

代  表   0   0   0  創 成 的 基 礎 研 究 費  
分  担   0   0  

代  表   57   24   67，000  
合  計  

22  

◎ 文部省科学研究費補助金に代表者として応募した教官実数 37 人  

◎ 採択された教官実数 代表 別 人  

分担14 人  

注 1 応募件数は、平成6年度中に本学から応募した件数である。  

2 決定件数及び交付決定額は、平成7年3月31日現在のものである。   
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一般研究A  （単位：千円）  

研 究 代 表 者  
研  課  

交付決定額  翌年度以降の内約額   

部門等名  職名  氏  名  題               平成6年度  平成7年度  平成8年度  平成9年度   

物理学  教 授  本堂 武夫  極地氷床コアの物性と古環境シグナル   14，000  10，400  9，600  

合  計  1 件   14，000  10，400  9，600  

研 究 代 表 者  
研  課  

交付決定額  翌年度以降の内約額   

部門等名  職名  氏  名  題               平成6年度  平成7年度  平成8年度  平成9年度   

雪害科学  500  

地域の氷河変動特性とメガニズム  
気象学  600  

クスと氷ユゴニオ関係の解明  

植物？東害  
科学  分子構造特性に関する研究  
物理学  

す役割の徴物理過程の実験的研究  
融雪科学  

雪内初期化学成分の分別過程の研究  
生化学   3，000   
融雪科学  助教授  石川 信敬  酸性雪の堆雪・蒸発・融雪・流出過程におけ  

る酸性度変化の研究   
合  計  7 件   15，700  5，700  3，200  

研 究 代 表 者  
研  究  課  

交付決定額  翌年度以降の内約額   

部門等名  職名  氏  名  題               平成6年度  平成7年度  平成8年度  平成9年度   

応用物理学  300  
海洋熟流量  

凍上学   600   
流氷研究  
施 設   質循環過程の研究   
雪氷気候  
物理学   降車現象の研究   

動物学  助教授  大串 隆之   1，400   800  

凍上学  
動  

1，200  
生化学  助教授  早川 洋→  被寄生アワヨトウ幼虫血清から単離した細胞  2，100   

性免疫抑制蛋ト1質その性質と誘導特性  

凍上学  教 授  福田 正己   寒冷な環境下での野外石造遺跡の保存法につ  500   
いての研究  

物理学  助 手  杏内  晃   氷星間塵の原始太陽系星雲における変成作用  2，200   

合  計  10 件   11，600  2，000  

研 究 代 表 者  
研  究  課  

題  交付決定額  翌年度以降の内約額   
部門等名  職名  氏  名  平成6年度  平成7年度  平成8年度  平成9年度   

海洋学  助 手  大島慶→郎  南極海城における、海氷融解過程に関する研  

合  計  1 件   900  

特別研究員奨励糞  

特別研究員  
研  課  

交付決定額  翌年度以降の内約額  
部門等名  題  

雪氷気候  0  

物理学   海洋執塩大循環の研究   

雪氷気候  900   0   

物理学   ケール構造と進化の研究  

合  計  2 件   1，900   0  

試験研究（B）  

研 究 代 表 者  
研  課  

交付決定額  翌年度以降の内約額   
部門等名  職名  氏  名  題               平成6年度  平成7年度  平成8年度  平成9年度   

物理学  助 手  杏内  晃  物質進化シミュレーター   1，900   
3，100  2，500    生化学  教 授  芦田 正明  細菌細胞壁構成々分の微量検出・定量試薬の  

開発   
合  計  2 什   16，900  3，100  2，50（）  

国際学術研究  
研 究 代 表 者  

研  究  課  
交付決定額  翌年度以降の内約額   

部門等名  職名  氏  名  題               平成6年度  平成7年度  平成8年度  平成9年度   

凍上学  教 授  福田 正己  気候変動がシベリア永久凍土地域の凍土圏・  
生物圏に与える影響の研究   

合  計  1 件   6，000  
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文部省科学研究費補助金以外の各省庁等からの研究費  
（単位：千円）  

部門等名  区分  職 名  氏   名  省庁 等名  研究費の名称  研  究  課   題  金 額   

融雪科学   教 授  小林 大二  文部省   国際研究集会派遣研究員  雪及び関連問題の国際シンポジュウム  

代表  

所  験費  る結晶の形態形成に対する微小重力の効  
果  

代表  
所  験費  

厚生省  厚生科学研究費補助金  
に関する基礎的研究   

合  計  4  件  4，696   

研究助成団体等から研究助成金  
（単位∴丁▲円）  

部門等名  区分  職 名  氏   名  団 体 名  研究助成金の名称  研  究   課   題  金 紋   

融雪科学  教 授  小林 人二  晰河川情報セ  

ンター   発助成   

雪氷気候  教授  降雨雪量のレーダによる観測に関する研  
防災研究セン  究  
ター  

雪氷気候  助教授  ミニレーダによる降雨雪の物理的メガニ  
防災研究セン  ズムに関する研究  
ター  

雪害科学  教授   冬期野外活動の安全に関する研究   1，000   
技術振興財団   

合  計  4  件  7，200   

（平成6年度）  

受託研究   
（禅榊二：・干巨j）  

受 入 教 官 名 等  委  託  先   研  究  課  願   金 額   

生化学部門  教授 芦田正明  農林水産省蚕糸昆虫農  
業技術研究所   

凍上学部門  教授 福田止己  環境け国立環境研究所  シベリア凍土地帯における温室効果のフィールドバックの洲酎二  
関する研究   

植物凍害科学部門  助手 佐藤利幸  環境J‖軋、ンニ環境研究所  熱帯林生態系の環境及び構造解析に関する研究   980   

合  計  3  件  5，594   

奨学寄附金・民間等との共同研究  
（単位：千円）  

奨  学  寄   附  金  民 間 等 と の 共 同 研 究   

件  数   金  額   件  数   金  額   

18   18，280   2   1，897  
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在籍者数大学院博士前期  

（修士）課程学生  

平成7年12月1日現在  

専  攻   1 年   2 年   計   

農学研究科  

農芸化学専攻   0   0   0   

計   0   0   0   

地球環境葎斗学j肝究科  

地圏環境科学専攻   14   12   26   

生態環境科学専攻   4   7   

大気海洋圏環境科学専攻   7   0   7   

計   25   19   

大学院博士後期  
課程学生  専  攻   1 年   2 年   3 年   計   

理学研究科  

地球物理学専攻   0   0   4   4   

植物学専攻   0   0   2   2   

計   0   
0   6   6   

農学研究科  

農芸化学専攻   0   0   0   0   

計   0   0   0   0   

地球環境科学研究科  

地闊環境科学専攻   10   4   2   16   

生態環境科学専攻   7   2   10   

大気海洋圏環境科学専攻   0   0   0   0   

計   17   5   4   26   

研 究 生  
所 属 部 門   人数   

寒冷海洋圏科学   

寒冷陸域科学   

低温基礎科学   

寒冷圏総合科学   2   

計   
5   

研究テーマ寒冷海洋圏科学部門  
（物理系）  

青木 一真 エアロゾルの光学的特性の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

伊藤 素代 北太平洋中層水の起源 （地球環境科学研究科 修」二1年）  

岩本 勉之 対流雲の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

木村 詞明 季節海水域の変動機構 （地球環境科学研究科 修士1年）  

高坂 泉 大気海洋海氷相互作用の研究 （地球環囁科学研究科 修士1年）  

清水 大輔 オホーツク海の数値実験 （地球環境科学研究科 修上1年）  

中島 幸徳 南棟域のポリニヤ形成 （地球環境科学研究科 修上1年）  

鈴木 立郎 西部赤道太平洋の漸羊上層の変動 （地球環境科学研究科 博士1年）  

豊H†威信 海氷融解機構（地球環境科学研究科 博士1年）  

細川 滋毅 海洋人循環モデルの開発 （地球環境科学研究科 博二1二1年）  

乾 朋子 海洋大循環モデルをもちいたsubuduction過程の研究（地球環境科学研究科 博士2年）  

牛山 朋釆 西部熱帯太平洋における積雲対流に関する研究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

野中 正見 太平洋熱帯域の海洋循環 （地球環境科学研究科 博士2年）  

菊池  隆 南極底層水の生成機構 （理学研究科 博士3年）  

本Ⅲ 明治 オホーツク海における大気一海氷相互作用 （理学研究科 博⊥3年）  

W・Rudzinski氷I11融解の実験的研究 （理学研究科 博士3年）9月まで  

浮田 甚郎 海氷の力学モデル （研究生）9月まで  

渡辺 達郎 オホーツク海の水塊形成 （研究生）  
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寒冷陸域科学部門  
（物理系）  

天見 正和 氷河の変動機構（地球環境科学研究科 修士1年）  

伊藤 陽一 模擬雪崩実験による雪崩ダイナミックスの研究（地球環境科学研究科 修士1年）  

古俣 裕子 接地境界層における乱流特性の研究（地球環堵科学研究科 修士1年）  

須沢 啓→ 氷河・雪渓のアルベド特性  （地球環境科学研究科 修士一年）  

田行 一成 Ⅹ線による氷床コアの内部構造に関する研究（地球環境科学研究科 修士1年）  

松岡 健一 レーダーによる氷河・氷床内部の観測 （地球環境科学研究科 修士1年）  

松田 真一 氷柱の付着の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

松元 高峰 高山地帯の水循環 （地球環境科学研究科 修士1年）  

根本 征樹 吹雪における雪粒子と風の相互作用に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

山口  悟 氷河・雪渓の変動特性  （地球環境科学研究科 修士1年）  

鎌田  慈 着雪氷の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

杉浦幸之助 風洞実験による吹雪粒子のスプラッシュ過程の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

谷口健志郎 笹の蒸散が流域水収支に及ぼす影響 （地球環境科学研究科 修士2年）  

永谷 秀樹 Ⅹ線回折によるクラスレート水和物の結晶構造に関する研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

福山  亨 不純物を含む多結晶氷の力学過程と再結晶の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

堀川信一郎 クラスレート水和物の分子動力学シミュレーション （地球環境科学研究科 修士2年）  

森  淳子 ヒサゴ沼西方の構造土の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

竹谷  敏 高圧下におけるクラスレート水和物の生成過程に関する研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

八久保昌弘 表面霜による弱層の形成機構に関する研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

宮本  浮 氷床コアの力学特性に関する研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

尾関 俊浩 サン・クラストの研究 （理学研究科 博士3年）  

青池 宏樹 着雪・着氷に関する基礎研究 （研究生）  

藤井 道子 氷床コアの内部介在物に関する研究 （研究生）  

森川 公彦 氷の格子欠陥に関する研究 （研究生）  

低温基礎科学部門  
（物理系）  

一戸 理樹 氷衝突のサイズ依存性と斜め衝突の研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

武藤 由子 凍結過程にある土壌中の水分移動に関する研究 （地球環境科学研究科 修士1年）  

小野瀬直美 氷の衝突クレーター形成の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

杉浦孝之助 吹雪粒子のス70ラッシュ過程と跳躍に関する研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

中嶋 幸宏 氷の非対称衝突による電荷分難の研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

万代 英俊 微惑星集積の数値シミュレーション （地球環境科学研究科 修士2年）  

渡辺 晋生 凍上機構の動的モデルの研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

杉  紀夫 氷の衝突蒸発に関する実験的研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

長島 和茂 一方向凝固法により成長する氷結晶の研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

ソクラトフ，S．A．雪と熟輸送と水蒸気輸送の研究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

比嘉 道也 惑星リング進化に関する水球の反発系数の実験的研究 （地球環境科学研究科 博士3年）  

（生物系）  

松本 均 殺虫ペプチドの精製及びCDNAクローニング（地球環境科学研究科 修士1年）  

宇梶 徳史 木本類の耐凍性機構に関する生化学的研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

昆虫外骨格のフェノール酸化酵素前駆体に関する研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

液胞膜H＋－ATPaseの低温による失活機構に関する研究 （地球環境科学研究科 修士2年）  

細胞性免疫制御タンパク質のCDNAクローニング （地球環境科学研究科 修士2年）  

寄生に伴う血中発育阻害ペプチド濃度上昇のメカニズム （地球環境科学研究科 博士1年）  

アブシジン酸（ABA）による耐凍性誘導の分子機構に関する研究（地球環境科学研究科 博士1  

年）  

昆虫外骨格における生体防御反応に関する研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

寄生に伴う血中ドーパミン濃度上昇のメカニズム （地球環境科学研究科 博士1年）  

植物の凍結傷害機構に関する生理・生化学的研究 （地球環境科学研究科 博士2年）  

植物の核膜に局在する糖蛋白質（gp49，gp50）に関する生化学的研究（理学研究科 博士3年）  

淡水産藻類の耐寒性機構に関する生理学的研究（地球環境科学研究科 博士3年）  

低温下における液胞膜H＋rATPaseの構造安定性に関する生化学的研究（理学研究科 博士3  

年）  

小沢  

河村  
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典
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倫
 
 

間
 
西
池
 
鶴
大
小
 
 

佐藤  暖  

野［］ 浩史  

村井 麻理  

大平 万里  

長尾  学  

母坪 研巳  

田中 一裕 節足動物の寒冷地適席 （研究生）   
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寒冷圏総合科学部門  
（物理系）  

国吉 俊一 凍土地帯の湿原におけるメタンガス発生 （地球環境科学研究科 修士1年）  

杉村 朋子 永久凍土の地中温度解析 （地球環境科学研究科 修士1年）  

仙頭 重幸 エドマの形成環境 （地球環境科学研究科 修士1年）  

金  単三 人工地盤凍結に関する研究 （地球環境科学研究科 博士1年）  

杉田 明史 凍上機構の実験的研究 （地球環埴科学研究科 博士2年）  

長閑 大輔 第四妃後期の高緯度及び中緯度の自然環境の復元 （地球環境科学研究科 博士2年）  

原田鉱一郎 凍土の電気的特性の研究 （理学研究科 博士3年）  

仲山 智子 永久凍土と気候変動の相互作用に関する研究 （研究生）  

（生物系）  

胡  耀光 ニセヒメショウジョウバエ属及びその近緑群に関する系統分類学的研究（地球環境科学研究科 修  

士1年）  

西村  絵 海藻と海藻上の動物との相互関係（地球環境科学研究科 修士1年）  

松下剛太郎 ゴール性ハバナのpreferenceとperformanceとの関係 （地球環境科学研究科 修士1年）  

石崎 高司 オオハナウドにおける柏食系 一 送粉系の相互作用系 （地球環境科学研究科 修士2年）  

小倉 純一 ジェネラリスト捕食者による植物の物理的構造の利用様式 （地球環境科学研究科 修士2年）  

山鹿百合子 植食性テントウムシの資源利用様式 一 親の産卵場所選択と子供の生存過程との関係 （地球環  

境科学研究科 修士2年）  

西川  潮 河川生態系における広食性魚類ウグイTribolodonhakonensisの役割（地球環境科学研究科 博  

士1年）  

丹羽 真一 亜寒帯植物の開花7ユノロジーの適応性 （地球環境科学研究科 博士1年）  

村上 正志 森林群集における植物一昆虫一鳥の相互関係 （地球環境科学研究科 博士1年）  

福井 晶子 ナナカマド果実をめぐる動物と植物の相互作用 （地球環境科学研究科 博士3年）  

都野 展子 食菌性ショウジョウバエの分類及び生態 （特別研究学生）  

大館 智志 トガリネズミ類の生態と分子系統 （研究生）  

平成7年12月1日現在  

日本学術特別研究員  

振 興 会石原道博 多化性植物食昆虫の生活史形質に見られる表現型可塑性を進化させた自然選択過程の解明   



出版物（平成6年度に本研究所が出版したもの）  

低温科学 物理篇 53輯，57頁．  

低温科学 物理篇資料集 53輯，296頁．  

Contributionsfromtheinstituteoflowtemperaturescience．SeriesA No．39．  

平成7年4月1日現在  
図  書1．蔵 書 数  

図  書  雑  

全所蔵冊数  和  書  洋  書  全所蔵種類数  和 雑誌   洋 雑 誌   

26，356，冊  7，903冊  18，453冊  1，210椎   611種   599穐   

2．年間受入数  
図  書  雑  

稔受入冊数  和  書  洋  書  総受入種類数  和 雑 誌  洋 雑 誌   

713冊   170冊   543冊   715柿   375種   340稚   

3．年間貸出状況  
区  

貸 出 冊 数  
計  

分  貸 出 者 数   計           所 内  所 外  所 内  所 外   

職  員  114人   25人  139人  166冊  35冊  201冊   

院生・その他  105   41   146   171   57   228   

計   219   66   285   337   92   429   

2 建物  

札 幌 研究棟  

／／  

低温棟  

1 土地  

札幌 33，750m2  

紋別 3，462m2（庁舎敷地）  

145m2（艇庫敷地）  

797m2（公務員宿舎敷地）  

合計 38，154m2  
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 問寒別 雪崩観測室  

苫小牧‡東上観測室  

母子里 融雪観測室  

渓流観測室  

計  

合計  

125m2   

81m2   

116m2   

3m2  

8，235m2  

（8，467m2）（公務員宿舎を含む）   
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技術部は第1～第3機器開発室、電子測定機器室、化学分析室、および流氷研究施設（紋別）  

の観測解析重から構成され、それぞれの専門の技術職貝をもっている。そこでは研究支援のた  

め次のような重要な役割を担っている。①実験装置や計測・観測器材の設計および製作 ②各  

種の化学分析機器を用いた高精度の分析 ③既存装置の野外や低温度仕様への改良 ④特殊装  

置を用いた学生実験の指導。   

機器開発室には精密工作機械や木工加工機械を備え、各種材料の加工や実験装置・観測器材  

の設計製作、耐寒性向上の改良を行っている。近年ここで設計製作した特殊機器には次のもの  

がある。①氷コア採取用電動メカニカルドリル：南極・北極の氷河・氷床の氷資料採集用ドリ  

ルで卓越した性能には定評があり、世界各地の研究者から引合いがあった ②超高真空氷膜作  

成、評価装置：彗星や外惑星の起源を解明するためのシミュレーション装置で、超高真空下【263℃  

で氷膜を作成し、その構造を調べる装置である ③電気伝導度測定装置（EMC）：南極ドーム氷  

床掘削現場で使用する氷コアの解析装置。長さ2mの氷試料の伝導度が連続測定できる。   

流氷研究施設には、オホーツク海沿岸に3基のレーダ局、紋別港に結氷域気象海象観測塔（海  

氷タワー）を備えており、観測解析室ではこれらの観測設備の保守、データ収集、資料解析お  

よび、海氷の実験指針・作業の安全マニュアルの作成を行っている。   

電子測定機器室では計測機器類とコンピュータのインターフェースの作成、各種レーダ（ド  

ップラー、ミリ波、音波）の運用、電子機器類の設計・製作・保守を行っており、また計測に  

関する技術相談にも応じている。成果の一例として、（彰超精密温度計ディジタルⅠ／0とパソコ  

ンのインターフェース ②超音波風速計4成分出力レベル変換器の設計製作 ③EWS（Engineer・  

ingWorkStation）によるドップラーレーダ・データの変換および光ディスクへの書き込み、  

読みだしプログラムの開発 ④ドップラーレーダの空中線仰角設定の自動化等がある。   

化学分析室では、主として昆虫の血液や外皮にごく微量に存在するタンパク質について既存  

の精製法および、分析法の改良にとり〈んでいる。   

技術部組織図  

先任技術専門職月  

技術官  

技術官  

技術官   

技術官   

技術官   

技術官  

機器開発技術主任  

所 長一技術部長一副技術部長  

（教官兼任）  （教官兼任）  

技術：旺長  

観測解析技術主任  

サロマ湖周辺での気象観測風景  機器開発室での作業風景  
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一般低温墨1漂鳥，若  
い†托＋㍊Ll  
（1で→20℃  

l－∴  

りし－2り○〔■  

りり  
りt二～ 2（）C  

大型低温室 りて′－30c  

22室（182m2）  

2室（61m2）  

2室（94m2）  

3室（30m2）  

1室（86m2）  

2室（157mz）  
川1、拝 む  
r＝二二～3（）‘c  低温風洞宅  

極低温室 圭紺＝離  2室（18m2）  

精密低温室  

計  

2室（24m2）  

36室（652m2）  

1 機械類  

ユニット冷凍機  

2基（風洞系プライン用）  

2基（－28℃プライン用）  

2基（－48℃プライン用）  

冷  凍  機  2基（極低温室直冷用）  

クーリングタワー  2基  

操作監視盤  2両   

目家用発電機 1基  

2 面 積   

低温機械室 287mヱ   

監  視  室 32m2   

自 家発電室 32m2  

計  351m2  

雪崩観測室   

雪崩及び雪崩に関する斜面積雪の諸現象を継続  

的に観測、実験するため北大天塩地方演習林内（問  

寒別）に設置されている。  

凍上観測室   

凍上現象を継続的に観測するため野外現場を設  

定し、併せて凍上防止対策を基礎的に研究するた  

め、北大苫小牧地方演習林内に設置されている。  

融雪観測室   

融雪現象並びに融雪水の河川への流出機構など  

を調査研究するため、北大雨竜地方演習林内（増  

子里）に設置されている。   
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1．リアルタイム画像処理装置  

2．マイケルソン顕微鏡干渉計  

3．極低温質量分析装置  

4．超高真空反射電子回析装置  

5．偏光解析装置  

6．マッハツユング一千渉装置  

7．X線回析装置  

8．万能材料試験機  
9．光ファイバー流速計  

10．低温風洞装置用送風モーター及び  

風速制御装置  

11．テンシロン万能試験機  

12．リアルタイム画像アナログ高速  

システム  

13．自記式流向流速計  

14．オートラブ誘導起電式塩分計  

15．シェリーレン法測定装置  
16．研究室用超音波流速計  

17．誘電率計  

18．冷？束顕微鏡  

19．プログラムフリーザー  

20．高分解能核磁気共鳴装置  

21．顕微鏡用薄片作成機  

22．高感度イオン分析システム  

23．超低温試料観察電子顕微鏡システム  

24．綜合気象観測システムーSOLAMAME  

25．画像処理装置  

26．水分検層自動計測システム  

27．高感度示差走査熱量計  

28．）東上試験装置  

29．電気探査装置  

30．細胞膜超微流動測定装置  

31．レーザー低温顕微鏡  

32．光学顕微鏡用画像処理システム  

33．係留ゾンデシステム  

34．水文気象観測システム  

35．高速液体クロマトグラフ  

36．液体シンチレーションカウンター  

37．放射線監視システム  

38．気象衛星受画装置  
39．ドップラーソーダーシステム  

40．ラジオゾンデ日動追跡装置  

41．高速三次元トップラーレーダー装置  

42．ゾンデ回収用受信装置  
43．霧警報装置  

44．大気境界屑観測用レーダーシステム  

45．流氷観測用レーダー  

46．FM無線電話装置  

47．流氷レーダー信号処理装置  

48．レーダー映像記録再生装置  
49．超音波波高計  

係留ゾンデシステム  

マッハツェンダー干渉装置   

50．流氷領域気象海象観測システム  

51．超小型超音波風速温度計  

52．赤外線方式炭酸ガス水蒸気変動システム  

53．気象海象データ光伝送システム  

54．CTD測定システム  

55．万能材料試験機（インストロン）  

56，マイクロ波掃引信号発生器  

57．高速度動作解析システム  

58．リモートセンシングシステム  

59．降雪ダイナミックス  

60．氷床コアシステム  

61．赤外線温度解析装置  

62．低温蹟徴画像解析システム  

63．植物低温育成チャンバー  

64．フーリエ変換顕微赤外分光測定装置  

65．アミノ酸シークエンサー  

66．卓上型超遠心機  

67．超遠心機  

68．多波長検出器付HPHL  
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